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社
会
階
層
と
自
己
認
識

男
女
の
比
較
を
中
心
に

木
村

好
美

〈
要
旨
〉

高
度
経
済
成

長
以
降

、
日
本

は
物

質
的

に
曲
豆
か
に
な
り

、
人

々
の
生
活
水
準

に
お
い

て
も
際
立

っ
た

差
異
が
認
め
ら

れ
な
く
な

っ
た

。
日
本
国
民

の
中

意
識

の
増
大

に
も
、

こ
の
こ
と
が
少

な
か
ら
ず
反
映
さ
れ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

物
質
的

に
豊

か
な
社
会
を
達

成
し
た
現
在

、
人

々
は
物
質
面
だ

け
で
な
く
、
精
神

面

で
も
充
足
感
を
求

め
る
よ
う

に
な

っ
た
。
自
ら

の
人
生
や
生
き
方

に

つ
い
て
深
く
考

え

る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
「
自
己
実
現
」
と

い
う
言
葉
が
注

目
を
集

め
る

よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

で
は
、

こ
の

「
自

己
実
現
」

と
社

会
階
層
的
要

因
は
、
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
り
あ

っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
行
研
究

に
よ
り

、
社
会
階
層

と
自
己
認
識
と

の
関
連

は
見
出
さ

れ
に
く

い
こ
と
が

指
摘
さ
れ

て
い
る
。
「
自
己
実
現
」
の
有
無
は
当
人
の
自
己
認
識
に
よ

っ
て
決

ま
る
た
め

、

「
自
己
実
現
」

は
自

己
認
識
の

一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
自
己
実
現
」
も
、
自
己
認
識

に
関
す

る
先
行
研
究
と
同
様
、
社
会
階
層
と
の
関
連
は
見
出
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う

か
。

こ
れ

ら
を
明
ら
か

に
す
る
た
め

に
、

一
九
九
五
年

S
S
M
調
査
デ

ー
タ
を
用

い
、
自

己
実
現

に
対
し

て
パ

ス
解
析
を
行

っ
た
。

そ
の
結
果

、
次

の
三
点
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

(
1
)
社
会
階
層

要
因
は
、
女
性

で
の
み
自
己
実
現

の
規
定
因
と

し
て
有

意
な
効
果

を

持

つ
。

(
2
)
男
性
と
女

性
で
は
、
自
己
実
現

の
規
定
因
が

異
な
る
。
男
性

は
、
年
齢
、
積
極

性
が
、
女
性
は
年
齢

、
積
極
性
、
収

入
、
交
際
が
有
意
な
直
接
効
果
を
も

つ
。

(
3
)
男
性
は
自

己
実

現
に
対
し

て
社

会
階
層
要
因

の
影
響
は
小
さ

い
が

、
交
際

・
積

極

性
に
関

し
て
は
女
性
よ
り
も
社
会
階
層
要
因

の
影
響
を
強
く
受
け
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

社
会
階
層

自
己
認
識

自
己
実
現

交
際
積
極
性
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1

問
題

高
度
経
済
成
長
を
経
て
物
質
的

に
豊
か
に
な

っ
た
今
日
、
人
々
は
ア
イ
デ

ン

テ
ィ
テ
ィ
を
追
求
し
、
自
ら
の
人
生
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な

っ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
人

々
は

「
自
己
実
現
」
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ

て
き
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な

「
自
己
実
現
」
と
社
会
階
層
的
要
因
と
は
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
り
あ

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
度
成
長
期
を
経
て
、
物
質
的
に
豊

か
に
な

っ
た
現
在
、
収
入
や
学
歴
、
職
業
威
信
な
ど
の
社
会
階
層
的
要
因
は
、

人
々
の

「
自
己
実
現
」
に
対
し
て
何
の
効
果
も
持
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も
、
「
自
己
実
現
」
に
至
る
諸
条
件
の

一
つ
と
し
て
、
社
会
階
層
的
要
因

は
強
い
効
果
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

「
自
己
実
現
」
し
て
い
る
か
し
て
い
な
い
か
は
、
本
人
で
な
い
と
分
か
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
「
自
己
実
現
」
の
有
無
は
、
本
人
が

「自
分
は
自
己
実
現
し
て

い
る
」
と
認
識
す
る
か
否
か
で
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「自
己
実

現
」
は
自
己
認
識
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
社
会
階
層
と
自
己
認
識
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
社
会
階
層
と
自

(1
>

信

(
ω
Φ
一{
IO
O
口
h一住
①
昌
O
Φ
)

に

つ
い

て

、

社
会

階
層

と
自

己
卑

下

(
ω
Φ
写

∪
臼

♀

(2
)

αq
註
o
け
)
に
つ
い
て
な
ど
様

々
な
研
究
渉
な
さ
れ
て
き
た
。
社
会
階
層
と
自
己

卑
下

(ω
①写
∪
興
o
σq
o
鉱
o
昌
)
に
関
す
る
研
究
の
な
か
で
は
、
人
々
は
自
尊
心

を
高
め
よ
う
と
い
う
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
バ
イ
ア
ス
を
有
し
て
お
り
、
そ

の
程
度
は
個
人
に
よ

っ
て
異
な
る
た
め
、
社
会
階
層
と
自
己
認
識
と
の
関
連
は

観
察
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
先
行
研
究
に
お
い
て

も
社
会
階
層
と
自
己
認
識
と
の
関
連
は
見
出
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
社
会
階
層
と
自
己
認
識
は
、
社
会
階
層
と
階
層
帰
属

意
識
と
同
様
、
客
観
的
な
社
会
状
況
と
本
人
の
主
観
的
認
知
の
ズ
レ
と
い
う
問

題
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
に
関
連
が
見
出
さ
れ
に
く
く
な

っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は

一
九
九
五
年
S
S
M
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
、
関
連
が
見
出
さ
れ
に

く
い
と
さ
れ
て
い
る
社
会
階
層
と
自
己
認
識
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
両
者
の

関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
す
な
わ
ち
、
社
会
階
層
と
の
関
連
に

注
目
し
、
自
己
実
現
の
規
定
因
を
明
ら
か
す
る
。
特
に
、
性
別
に
よ
り

「自
己

実
現
」
の
規
定
因
に
差
異
が
み
ら
れ
る
の
か
を
確
認
し
た
い
。

2

デ

ー
タ

分
析
に
は

一
九
九
五
年
S
S
M
調
査
デ
ー

(3
)

タ
の
B
票
を
用
い
る
。
こ
の
調
査
は
、

一
九

九
四
年
十
二
月
三
十

一
日
の
時
点
で
満
二
十

歳
～
六
十
九
歳
の
男
女
を
対
象
に
、

一
九
九

五
年
十
月
下
旬
～
十

一
月
下
旬
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
。

表1:1995年SSM調 査B票

男性 女性 計

サソプル数 2,016 2,016 4,032

有効回収数 1,242 1,462 2,704

有効回収率(%) 61.9 72.5 67.1
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3
.
分
析
に
用
い
た
変
数

3
.

1
.

自

己
実

現

「
自

己
実

現

」

と

い
う

言

葉

の
定

義

に
は

、

実

に

様

々
な

も

の
が

あ

る

。

そ

(垂
)

の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、非
常
に
瞹
昧

な
表
現
が
多
い
の
だ
が
、す
べ
て
マ
ズ

ロ
ー

の

「欲
求
階
層
理
論
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
点
で
は

一
致
す
る
。

マ
ズ
ロ
ー
は
、
人
間
の
欲
求
を
生
理
的
欲
求
、
安
全
の
欲
求
、
所
属
と
愛
情

の
欲
求
、
自
尊
の
欲
求
、
自
己
実
現
の
欲
求
と
い
う
五
つ
の
階
層
に
分
か
れ
た

も
の
と
捉
え
、
生
理
的
欲
求
を

一
番
下
位
、
自
己
実
現
の
欲
求
を
最
も
上
位
の

欲
求
と
し
た
。
そ
し
て
、
人
は
下
位
の
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
と
、
よ
り
上
位
の

(↓

欲
求

へ
と
向
か
う
の
だ
、
と
説
い
た
。

こ
の
マ
ズ
ロ
ー
の
理
論
を
踏
ま
え
、
「自
己
実
現
」
は
、
「人
が
自
己
の
能
力

(6
V

を
最
大
限
に
発
達
さ
せ
、
そ
れ
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
過
程
」

「高
度
に
自
律

↑
)

(↓

的
な
人
間
像
」

「
『
よ
く
生
き
る
』
と
い
う
価
値
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
」
な

ど
と
定
義
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

「
自
己
実
現
」
と
い
う
概
念
は
、
抽
象
度
の
高
さ
故
に
膨
大
な

下
位
概
念
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
「
自
己
実
現
し
て
い
る
人
」

(9
)

の
特
徴
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

「自
己
受
容
」
と
、
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
が

マ
ズ

ロ
ー
の
説
に
触
れ
、
「脱
物
質
主
義
」
の
指
標
と
し
て

「
個
人
の
自
律
性
」

(10
)

「自
己
実
現
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。

す
な
わ
ち
、
自
己
実
現
の
変
数
と
し
て
、
「
日
頃
の
生
活
で
、
私
は
自
分
な

り
に
よ
く
が
ん
ば

っ
て
い
る
と
思
う
」
「
自
分
に
は
多
く
の
よ
い
点
が
あ
る
と

表2=自 己実現についての主成分分析

質 問項 目(よ くあてはまる～まったくあてはまらない) 第1主 成分 第2主 成分 第3主 成分

日頃の生活で自分な りによくがんばっていると思う

物質的な豊かさよりも、心の豊かさに重きをおきたい

自分には多 くの良い点があると思 う

0。631-0.093-0.770

0.568-0.6200.541

0.5270.7790.339

固有値

寄与率

累積寄与率

1.4970.8350.668

0.4990.2780.223

0.4990.7771.000

思
う
」
と
い
う

「自
己
受
容
」
と
関
係
の
深
い
二

項
目
と
、
「
こ
れ
か
ら
は
、
物
質
的
な
曲豆
か
さ
よ

り
も
、
心
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
す

る
こ
と
に
重
き
を
お
き
た
い
と
思
う
」
と

「脱
物

質
主
義
」
の
項
目
を
主
成
分
分
析
し
て
得
ら
れ
た
、

第

一
主
成
分
の
主
成
分
ス
コ
ア
を
用
い
る
。

主
成
分
分
析
の
結
果
は
、
表
2
の
と
お
り
で
あ

る
。3

.
2
.
社
会
階
層

社
会
階
層
と
の
関
連
を
探
る
た
め
、
社
会
階
層

の
指
標
と
し
て
学
歴

・
職
業
威
信

・
収
入
を
用
い

る
。
学
歴
に
は
教
育
年
数
を
、
職
業
威
信
に
は
現

(↓

職
の
威
信
ス
コ
ア
を
、
収
入
に
は
世
帯
収
入
を
用

い
た
。

た
だ
し
、
女
性
に
関
し
て
は
無
職
や
パ
ー
ト
労

曾
)

働
者
が
多
い
の
で
、直
井
道
子
の
分
類
を
参
照
し
、

独
自
の
職
業
威
信
変
数
を
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、

フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
は
自
分
自
身
の
職
業
威
信
ス

コ
ア
を
、
パ
ー
ト
労
働
者
は
自
分
自
身
の
職
業
威

信
ス
コ
ア
と
配
偶
者
の
職
業
威
信
ス
コ
ア
の
平
均

値
を
、
自
営
業
主

・
家
族
従
業
者

・
内
職
お
よ
び

無
職
の
者
で
配
偶
者
が
在
る
場
合
に
は
、
配
偶
者

社会階層と自己認識117



男性 女性

経営者 ・役員10035

一 般 従業者741313

臨時 雇用30271

派 遣 社員25

自営 業主191'73

家 族 従業者25170

内職026

学 生2415

無 職129554

計

135

1,054

301

7

264

195

26

39

683

の
職
業
威
信

ス
コ
ア
を

用
い

た
。

訳勦

・
.
3
.
年
齢

就

我

々
の
生
活
場
面
に
お

い

薊

て
、
鼕

薯

る
・
と
に
よ
り

「
(人
格
が
)
丸
く
な
る
」
と

い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
言
わ
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
加
齢
に
よ

り
人
生
に
対
す
る
諦
観
の
よ
う
な
も
の
が
湧
き
、
そ
れ
に
よ
り
要
求
水
準
の
引

き
下
げ
が
起
こ
り

「自
己
実
現
」
し
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
や
、
年
老
い
た
段
階
で

「自
己
否
定
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で

の
自
分
を
否
定
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の
で
、
自
己
を
肯
定
的
に

評
価
し
た
く
な
る
、
と
い
う
仮
説
を
た
て
た
。

3
.
4
.
交
際

様
々
な
人
と
付
き
合
う
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
刺
激
や
知
識
を
得
た
り
、
新

し
い
世
界
が
開
け
た
り
と
い
う
こ
と
は
誰
し
も
経
験
の
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま

た
、
自
分
よ
り
階
層
の
高
い
人
と
付
き
合
う
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
種
の
満
足
感

や
達
成
感
を
感
じ
、
自
己
実
現

へ
と
至
る
か
も
し
れ
な
い
。
何
よ
り
も
、
他
者

の
存
在
の
無
い
、
自
己
完
結
的
な
自
己
実
現
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
調
査
項
目
の
制
約
か
ら
、
回
答
者
が
友
人

・
親
戚
と
し
て
つ
き
あ

い
の
あ
る
職
種
の
数
を
用
い
た
。
職
種
と
し
て
は
、
「
地
方
議
員

・
国
会
議
員
」

.
「県
や
市
町
村
に
勤
め
て
い
る
部
課
長
以
上
の
役
人
」
「
会
社
の
社
長
や
役
員
」

コ

般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
L
」
「
医
師

・
弁
護
士
な
ど
の
専
門
職
の
人
」「
小

売
り
店
主
、
飲
食
店
主
」
「
工
場
労
働
者
、
運
転
手
、
土
木

・
建
設
作
業
者
」
「農

業
や
漁
業
を
し
て
い
る
人
」
「
同
業
組
合
や
労
働
組
合
の
役
員
」
の
九

つ
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

表4=変 数の概要

回答者の満年齢

回答者の最終学歴の年数

回答者の現職の職業威信スコア(女 性は別)

年間世帯収入

回答者が友人 ・親戚としてつきあいのある職種の数

3.5.よ り

3.1.よ り

年齢

学歴

職業威信

収入

交際費

積極性

自己実現

3
.
5
.
積
極
性

「
自
己
実
現
」

・
「生
き
が
い
」
の

一
つ
に
、

し
ば
し
ば
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
参
加
活

曾
)

動
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
活
動
的

で
あ
る
こ
と
、
主
体
的
に
意
図
を
持

っ
て
活
動

す
る
こ
と
は
、
自
己
実
現
と
関
連
の
深
い
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
町
内

会
活
動
な
ど
社
会
活
動
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
」

「趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
で
中
心

的
役
割
を
担
う
こ
と
」
と
い
う
、
社
会
活
動
に

関
す
る
二
項
目
へ
の
意
識
の
亠咼
さ
を
「積
極
性
」

変
数
と
し
て
用
い
る
。
分
析
に
は
、
こ
れ
ら
社

会
活
動
に
関
す
る
二
項
目
の
平
均
を
用
い
た
。

回
答
は
、
重
要
で
あ
る
～
重
要
で
は
な
い
ま
で

の
四
段
階
で
あ
る
。

変
数
の
概
要
は
、
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
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4
.
分
析

4
.
1
.
平
均
の
比
較

分
析
に
用
い
る
変
数
そ
の
も
の
に
は
、
男
女
間
で
違
い
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
、
平
均
の
差
の
検
定
を
行
お
う
。
分
析
結
果
は

図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

学
歴

・
交
際

・
積
極
性

・
自
己
実
現
で
有
意
な
差
が
見
ら
れ
る
。

学
歴
に
関
し
て
は
、
昔
の
女
性
は
高
等
教
育
機
関
に
進
む
も
の
が
少
な
か

っ

た
こ
と
、
近
年
の
女
性
に
関
し
て
は
、
短
大
に
進
学
す
る
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

男
性
の
平
均
値
の
方
が
高
い
。

交
際
に

つ
い
て
は
、
女
性
は
無
職
の
者
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
人
は
本
人
が
積

極
的
に
活
動
し
な
い
限
り
、
地
域
や
家
庭
に
限
定
し
た
交
際
形
態
を
と
り
が
ち

に
な
る
こ
と
や
、
今
回
分
析
に
用
い
た
調
査
票
に
お
い
て
は
専
業
主
婦
同
士
の

交
際
に
お
け
る
交
際
職
種
数
は
ゼ

ロ
と
な
る
こ
と
が
、
女
性
の
平
均
値
が
低
く

な
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

積
極
性
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
平
均
値
が
高
く
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

交
際
と
同
様
に
、
職
業
の
有
無
と
い
う
要
因
が
作
用
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

つ
ま
り
、
男
性
は
日
々
の
職
業
活
動
を
通
じ
て
積
極
的
で
あ
る
こ
と
を
要

請
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が

「積
極
性
」
の
高
さ
に
結
び

つ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

積
極
性
で
は
男
性
の
平
均
値
が
高
い
の
に
比
し
て
、
自
己
実
現
は
女
性
の
平

均
値
が
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
高
く
な

っ
て
い
る
。
無
職
者
の
多
い
女
性
は
、
男

性
ほ
ど
熾
烈
な
競
争
に
晒
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
他
者
か
ら
評
価
さ
れ
た
り
、

他
者
と
比
較
し
て
自
己
を
評
価
す
る
と
い
う
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
少
な

く
、
そ
れ
ゆ
え
自
己
に
対
す
る
評
価
が
甘
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
単
な
る
平
均
値
だ
け
で
は
な
く
、
以
下
の
分
析
結
果
を
参
照
し
、
解
釈

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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4
.
2
.
相
関
行
列

4
.
1
.
で
は
分
析
に
用
い
る
変
数
に
つ
い
て
、
男
女
間
の
違
い
を
見
た
。

こ
こ
で
は
、
性
別
ご
と
に
分
析
に
用
い
る
変
数
間
の
関
係
を
確
認
し
よ
う
。

上
述
し
た
変
数
と
自
己
実
現
の
相
関
は
、
表
5

・
6
の
と
お
り
で
あ
る
。

表5=相 関行列(男 性)

年齢 学歴 職業威信 収入 交際 積極性 自己実現

年齢 1.000

学歴 一
.329** 1.000

職業威信 一.017 .433** 1.000

収入 .167** .236** .375** 1.000

交際 .188** .086* .056 .282** 1.000

積極性 .066 .036 .043 .148** .236** 1.000

自己実現 .261** 一.055 .045 .080* .140** .254** 1.000

**は1%水 準で有意
、*は5%水 準 で有意。N=866。

ま
ず
、
男
性
の
方
か
ら
見
て
い
こ

う
。
自
己
実
現
と
の
間
に
有
意
な
相

関
が
見
ら
れ
た
の
は
、
年
齢

・
世
帯

収
入

・
交
際

・
積
極
性
で
あ
る
。
な

か
で
も
、
年
齢
と
積
極
性
と
い
う
変

数
と
の
相
関
は
O

・
二
六

一
、
0

・

二
五
四
と
非
常
に
高
い
。
社
会
階
層

の
変
数
で
あ
る
世
帯
収
入
は
0

・
O

八
○
と
、
有
意
な
相
関
の
あ
る
四
変

数
の
う
ち
最
も
低
い
数
値
で
あ
る
。

女
性
の
方
は
、
男
性
の
方
で
自
己

実
現
と
有
意
な
相
関
の
見
ら
れ
た
年

齢

・
世
帯
収
入

・
交
際

・
積
極
性
と

い
う
四
変
数
に
加
え
、
学
歴
年
数
が

自
己
実
現
に
対
し
、
マ
イ
ナ
ス
で
有

意
な
相
関
を
持

つ
。
男
性
と
同
様
、

年
齢
と
積
極
性
と
い
う
変
数
が
各
々

○

・
二
四

一
、
○

・
壬

二
七
と
、
自

己
実
現
と
の
相
関
が
高
い
。
こ
の
次

に
交
際
と
社
会
階
層
の
変
数
で
あ
る
世
帯
収
入
が
続
く
。

相
関
の
み
を
見
る
と
、
自
己
実
現
に
関
係
す
る
変
数
ー

つ
ま
り
、
自
己
実

現
と
関
係
す
る
要
素
1

は
、
男
性
と
女
性
で
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。

表6=相 関行列(女 性)

年齢 学歴 職業威信 収入 交際 積極性 自己実現

年齢 1.000

学歴 一.496** 1.000

職業威信 一.134** .387** 1.000

収入 一.004 .230** .298** 1.000

交際 一
.009 .074* .047・ .158** 1,000

積極性 .029 .035 .047 .072* .193** 1.000

自己実現 .241** 一
.104

一
.015 .088** .164** .237** 1.000

**は1%水 準 で有意
、*は5%水 準 で有意。N=922。

4
.
3
.
パ

ス
解
析

前
節
ま
で
の
相
関
関
係
だ
け
で
は
、

(1
)
他

の
変
数
を
媒
介
し
た
効
果

が
見
ら
れ
ず
、
(
2
)
変
数
の

コ
ン

ト
ロ
ー
ル
も
な
さ
れ
な
い
た
め
、
変

数
間
の
因
果
関
係
を
よ
り
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
(1
)
(2
)
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
パ

ス
解
析
を
行

う
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
会
階
層
と
自

己
実
現
の
関
係
お
よ
び
自
己
実
現
に

ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て

い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

4
.
3
.
1
.
モ
デ
ル
設
定

相
関
の
有
無
を
確
認
し
た
変
数
を

用
い
、
パ
ス
解
析
の
モ
デ
ル
の
因
果

方
向
を
図
2
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

図
の
左
に
位
置
す
る
変
数
は
、
右
側
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圜 一職… … 一… … 一一
図2=自 己実現の因果モデル

に
位
置
す
る
全
て
の
変
数
の
先
行
要
因
で
あ
る
。
な
お
、

矢
印
は
帰
結
で
あ
る
。

年
齢
は
誰
も
が

一
年
に

一
つ
ず
つ
重
ね
て
い
く
も
の
で

あ
り
、
学
歴
も
既
に
獲
得
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
基
礎
的

・
所
与
の
条
件
と
し
て
、
年
齢

・
学
歴

を
設
定
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
獲
得
さ
れ
る
も
の
と

し
て
現
在
の
職
業
威
信
と
世
帯
収
入
を
設
定
し
、
そ
の
後

に
職
業

・
学
歴

・
収
入
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ
う

交
際
を
置
く
。

そ
し
て
、
学
歴

・
職
業
威
信

・
世
帯
収
入
な
ど
の
条
件

に
よ
る
社
会
的
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
後
に
、
積
極
性
を

被
説
明
変
数

の
自
己
実
現
の
前
に
置
く
。

4
.
3
.

2
.
分
析
結
果

パ
ス
解
析

の
結
果
は
図
3
お
よ
び
図
4
の
と
お
り
で
あ

る
。
こ
の
パ

ス
解
析
の
結
果
を
、
性
別
ご
と
に
見
て
い
こ
う
。

(1
)
男
性

男
性
に
お
い
て
、
学
歴

・
職
業
威
信

・
収
入
と
い
う
社
会
階
層
の
変
数
は
、

積
極
性
を
経
由
し
た
間
接
効
果
し
か
持
た
な
か

っ
た
。
自
己
実
現
の
規
定
因
と

し
て
有
意
な
直
接
効
果
を
持

っ
た

の
は
、
年
齢

・
積
極
性
と
い
う
二
変
数
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
年
齢
、
積
極
性
の
高
い
人
ほ
ど
自
己
実
現
を
し
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
積
極
性
は
自
己
実
現
と
社
会
階
層
を
結
ぶ
重
要
な
変
数
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
積
極
性
に
有
意
な
直
接
効
果
を
持

つ
収
入

・
交
際
が
、
ど
の
よ
う
な
変
数
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て

お
こ
う
。

収
入収

入
は
年
齢

・
学
歴

・
職
業
威
信
か
ら
有
意
な
正
の
直
接
効
果
を
受
け
て
い

る
。
年
齢

・
学
歴

・
職
業
威
信
が
高
い
人
ほ
ど
、
収
入
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
年
齢
が
高
い
ほ
ど
収
入
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
特
有
の
「
年

功
序
列
制
度
」
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

交
際交

際
は
、
年
齢

・
学
歴

・
職
業
威
信

・
収
入
か
ら
有
意
な
直
接
効
果
を
受
け

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
職
業
威
信
は
負
の
効
果
で
あ
る
か
ら
、
年
齢

・
学
歴

・

収
入
が
高
く
、
職
業
威
信
の
低
い
人
ほ
ど
様
々
な
職
種
の
人
と
つ
き
あ
い
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
学
歴

・
職
業
威
信

・
収
入
か
ら
有
意
な
直
接
効
果

を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
際
は
社
会
階
層
の
影
響
を
強
く
受
け
る
変
数
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

年
齢
の
効
果
と
し
て
は
、
年
齢
を
重
ね
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
つ
き

あ
い
が
蓄
積
さ
れ
て
い
き
、
多
様
な
職
種
の
人
と
つ
き
あ
う
よ
う
に
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

学
歴
に
関
し
て
は
、
同
窓
生
の
効
果
を
考
慮
す
る
だ
け
で
も
、
大
学
を
卒
業

し
た
人
は
小

・
中

・
高

・
大
学
時
代
の
同
窓
生
を
持
ち
、
大
学
に
進
学
し
な
か
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っ
た
人
よ
り
も
多
く
の
人
と
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

低
学
歴
の
人
は
、
学
歴
が
低
い
こ
と
が
参
入
障
壁
と
な
る
職
業
の
人
と
知
り
合

い
に
な
り
づ
ら
い
の
に
対
し
、高

学
歴
の
人
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
た
め
、

学
歴
が
高
い
ほ
ど

つ
き
あ
う
人
の
職
種
が
多
様
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

図3パ ス解析(男 性)

*10%水 準で有意なパスのみを表示してある。N=866。

収
入
の
効
果
は
、
付
き
合
い
に
は
経
済
的
な
負
担
が
伴
う
、
と
い
う
こ
と
の

表
わ
れ
で
も
あ
ろ
う
。

職
業
威
信
の
負
の
効
果
に
関
し
て
は
、
人
口
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
な
い

た
め
に
こ
の
よ
う
な
負
の
効
果
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
分
析
に
用
い
た
、
一
九
九
五
年
S
S
M
調
査
デ
ー
タ
B
票
に
よ
る
と
、

人

口
の
少
な
い
地
域
に
居
住
し
て
い
る
人
ほ
ど

「地
方
議
員

・
国
会
議
員
」
「県

や
市
町
村
に
勤
め
て
い
る
部
課
長
以
上
の
役
人
」
「
工
場
労
働
者
、
運
転
手
、

土
木

・
建
設
作
業
者
」
「農
業
や
漁
業
を
し
て
い
る
人
」
「
同
業
組
合
や
労
働
組

曾
)

合
の
役
員
」
を

「付
き
合
い
の
あ
る
人
」
と
し
て
挙
げ
る
人
が
多
く
な
る
。
都

市
部
で
は
、
そ
も
そ
も
第

一
次
産
業
従
事
者
が
少
な
い
の
で
、
農
業

・
漁
業
労

働
者
と
接
す
る
機
会
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
い
こ
と
、
人
口
が
少
な
い
地
域
で
は
、

人
口
が
少
な
い
故
に
互
い
が
知
合
い
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
結
果
様
々

な
職
種
の
人
と
付
き
合
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ら
付
き
合
い
の

あ
る
職
種
数
の
差
異
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

付
き
合

い
の
あ
る
職
種
数
は
人

口
の
少
な
い
地
域
の
方
が
多
い
の
に
対
し
、

(15
)

職
業
威
信
の
高
い
者
は
都
市
部
の
方
が
多
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
職
業
威
信
の

負
の
効
果
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

(2
)
女
性

女
性
は
年
齢

・
収
入

・
交
際

・
積
極
性
と
い
う
四
変
数
が
自
己
実
現
の
規
定

因
と
し
て
有
意
な
直
接
効
果
を
持
ち
、
男
性
の
分
析
結
果
に
収
入
と
交
際
が
加

わ

っ
た
形
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
年
齢
、
収
入
、
積
極
性
が
高
く
、
つ
き
あ
い

の
あ
る
職
種
数
が
多
い
人
ほ
ど
自
己
実
現
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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注
目
す
べ
き
点
は
、
男
性
で
有
意
な
直
接
効
果
を
持
た
な
か

っ
た
社
会
階
層

要
因
が
、
女
性
で
は
有
意
な
直
接
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
自
己
実
現
に
対
し
、
有
意
な
直
接
効
果
を
も
つ
変
数
の
規
定
因
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

収
入
は
、
男
性
と
同
様
年
齢

・
学
歴

・
職
業
威
信
か
ら
有
意
な
正
の
直
接
効

果
を
受
け
て
い
る
が
、
交
際

・
積
極
性
を
規
定
す
る
変
数
は
男
性
と
大
き
く
異

な
る
。
交
際
は
、
収
入
か
ら
有
意
な
直
接
効
果
を
受
け
る
の
み
で
あ
り
、
積
極

性
に
対
し
て
も
交
際
と
い
う

一
変
数
が
有
意
な
直
接
効
果
を
持

つ
の
み
で
あ

る
。
し
か
も
、
交
際
は
残
差
が
大
き
く
、
収
入
以
外
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
た
め
、
交
際
に
対
す
る
社
会
階
層
要
因
の
影
響
は
極
め
て
小
さ
い
。
社
会
階

層
要
因
に
強
く
規
定
さ
れ
て
い
た
男
性
の
亠父
際
と
は
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

図4パ ス解析(女 性)

*10%水 準で有意なパスのみを表示してある。N=922。

(3
)
男
性
と
女
性
の
差
異

以
上
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
男
性
と
女
性
の
差
異
を
詳
細
に
検
討
し
て
み

る
。年

齢
と
学
歴
が
職
業
威
信
に
効
果
を
持
ち
、
収
入
に
対
し
て
年
齢

・
学
歴

・

職
業
威
信
が
効
果
を
持
つ
、
と
い
う
社
会
階
層
を
示
す
変
数
の
構
造
は
、
男
女

と
も
に
同
じ
で
あ
る
が
、
交
際
と
積
極
性
、
自
己
実
現
の
規
定
因
は
、
男
性
と

女
性
で
大
き
く
異
な
る
。
交
際
か
ら
順
に
、
男
女
の
違
い
を
見
て
い
こ
う
。

交
際交

際
に
対
し
て
収
入
が
有
意
な
効
果
を
持

つ
点
は
、
男
女
と
も
に
同
じ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
付
き
合
い
に
は
何
ら
か
の
形
で
経
済
的
な
負
担
が
伴
う
と
い
う

こ
と
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
交
際
と
経
済
状
況
の
関
係
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

深
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
収
入
の
効
果
が
男
女
共
通
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
男
性
で
交
際
に

有
意
な
効
果
を
持

っ
た
年
齢

・
学
歴

・
職
業
威
信
が
、
女
性
で
は
有
意
で
は
な
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い
。
こ
れ
は
、
男
性
の
交
際
の
幅

は
社
会
階
層
要
因
に
強
く
規
定
さ
れ
る
が
、

女
性
の
方
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
社
会
階
層
要
因
以

外
に
、
年
齢
も
女
性
で
は
有
意
な
効
果
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
、
女
性
の
交
際

の
幅
は
社
会
階
層
や
年
齢
な
ど
の
属
性
的
な
部
分
で
は
な
く
、
個
人
の
志
向
や

価
値
観
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
属
性
の
影
響
が
も

っ
と
複
雑
な

表
出
の
仕
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

積
極
性

積
極
性
の
規
定
因
に
関
し
て
、
交
際
が
有
意
な
効
果
を
持

つ
と
い
う
点
は
男

女
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り

、
様

々
な
職
種
の
人
と

つ
き
あ

っ
て
い
れ
ば

積
極
性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
は

、
男
性
に
も
女
性
に
も
共
通
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
積
極
性
の
規
定
因
と
し
て
交
際
が
効
果
を
持

つ
理
由
と
し
て
は
、
様
々

な
職
種
の
人
と
出
会
う
こ
と
に
よ

っ
て
多
く
の
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
視

野
も
広
が
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
女
性
の
方
で
積
極
性
に
対

し
て
有
意
な
効
果
を
持

つ
変
数
は
交
際
の
み
だ
が
、
男
性
は
交
際
に
加
え
、
収

入
も
有
意
な
効
果
を
持

つ
。

積
極
性
の
み
な
ら
ず
交
際
に
対
し
て
も
、
女
性
は
社
会
階
層
要
因
の
影
響
を

あ
ま
り
強
く
受
け
な
い
。
収
入
と

い
う
変
数
が
交
際
に
対
し
て
有
意
な
効
果
を

持

つ
も
の
の
、
残
差
が
大
き
い
た
め
に
収
入
以
外
の
効
果
が
大
き
い
と
判
断
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
男
性
は
積
極
性
に
対
し
て
も
交
際
に
対
し
て
も

社
会
階
層
要
因
か
ら
強
い
効
果
を
受
け
て
お
り
、
社
会
階
層
要
因
が
志
向
を
も

(16
)

規
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

自
己
実
現

年
齢

・
積
極
性
は
、
自
己
実
現
の
規
定
因
と
し
て
男
女
間
わ
ず
に
有
意
な
効

果
を
持
つ
。

年
齢
に
関
し
て
は
、
加
齢
に
よ
る
効
果
と
時
代
効
果
と
い
う
二
つ
の
効
果
が

考
え
ら
れ
る
。
加
齢
に
よ
る
効
果
と
し
て
は
、
要
求
水
準
の
引
き
下
げ
や
、
今

ま
で
の
自
分
を
否
定
し
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
作
用
し
、
自
己
実
現

に
至
る
と
い
う
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
も
う

一
点
の
時
代
効
果
と
し
て
は
、

終
戦
直
後
の
混
乱
や
高
度
経
済
成
長
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
様
々
な
経
験
を

経
た
今
の
中
高
年
世
代
に
特
有
の
志
向

・
価
値
観
の
反
映
と
し
て
、
年
齢
が
自

己
実
現
に
対
し
て
効
果
を
持

つ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

積
極
性
が
自
己
実
現
の
規
定
因
と
し
て
性
別
を
問
わ
ず
有
意
な
効
果
を
持

つ

こ
と
は
、
活
動
的
で
あ
る
こ
と
、
主
体
的
に
意
図
を
持

っ
て
活
動
す
る
こ
と
は
、

人
を
自
己
実
現

へ
と
導
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
社
会
参
加
活
動
の
意
義
と
し
て

「
自
己
実
現
」
を
挙
げ
る
こ
と
の

妥
当
性
を
も
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

自
己
実
現
に
対
し
有
意
な
効
果
を
持

つ
変
数
は
、
男
性
は
前
述
し
た
年
齢
と

積
極
性
の
み
で
あ
る
が
、
女
性
は
年
齢
と
積
極
性
に
加
え
、
収
入
と
交
際
が
有

意
な
直
接
効
果
を
持

つ
。
つ
ま
り
、
女
性
は
年
齢
、
積
極
性
、
収
入
が
高
く
、

つ
き
あ

っ
て
い
る
人
の
職
種
が
多
様
で
あ
る
ほ
ど
自
己
実
現
が
高
ま
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
収
入
が
有
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
男
性
で
有
意
な
直
接
効
果

を
持
た
な
か

っ
た
社
会
階
層
要
因
が
、女
性
で
は
効
果
を
持

つ
こ
と
が
分
か
る
。

本
分
析
で
は
、
収
入
と
い
う
変
数
に
世
帯
収
入
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

本
分
析
に
お
け
る
収
入
の
増
減
は
、
必
ず
し
も
女
性
の
労
働
の
み
に
起
因
す
る
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も

の
で

は

な

い
。

3

.
2

.
よ
り

、
女

性

は

パ

ー

ト

労

働

者

や

無

職

者

が

多

い

こ

と
を
鑑
み
る
と
、
配
偶
者
が
在
る
場
合
は
、
配
偶
者
1

つ
ま
り
、
夫
ー

の

収
入
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性
は
年
齢
や
積

極
性
と
い
っ
た
自
分
自
身
の
要
因
だ
け
で
な
く
、
「自
分
が
い
く
ら
稼
い
だ
か
」

「自
分
が
ど
ん
な
職
業
に

つ
い
て

い
る
か
」
で
は
な
く
、
他
者
が
関
与
す
る
「世

帯
収
入
」
「
つ
き
あ
い
の
あ
る
人

の
職
業
数
」
と
い
う
変
数
が
自
己
実
現
に
対

し
て
有
意
な
効
果
を
持

つ
の
だ
。
女
性
は
、
「
虎
の
威
を
借
る
狐
」
的
要
素
を

持

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

5

結
論

分
析
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

(1
)
社
会
階
層
要
因
は
、
女
性

で
の
み
自
己
実
現
の
規
定
因
と
し
て
有
意
な

効
果
を
持

つ
。

(2
)
男
性
と
女
性
で
は
、
自
己
実
現
の
規
定
因
が
異
な
る
。
男
性
は
年
齢

・

積
極
性
と
い
う
二
変
数
が
、
女
性
は
年
齢

・
収
入

・
交
際

・
積
極
性
と
い

う
四
変
数
が
自
己
実
現
の
規

定
因
と
し
て
有
意
な
直
接
効
果
を
持

つ
。

(3
)
交
際

・
積
極
性
と
い
う
変
数
に
対
し
て
は
、
女
性
よ
り
も
男
性
の
方
が

社
会
階
層
要
因
の
効
果
が
大

き
い
。
つ
ま
り
、
男
性
は
自
己
実
現
に
対
し

て
社
会
階
層
要
因
の
影
響
は
小
さ
い
が
、
交
際

・
積
極
性
に
関
し
て
は
女

性
よ
り
も
社
会
階
層
要
因
の
影
響
を
強
く
受
け
る
。

本
稿
の
課
題
で
あ

っ
た
自
己
実
現
と
社
会
階
層
の
関
連
は
、
女
性
に
お
い
て

は
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
自
己
実
現
に
対
し
て
有
意
な
効
果
を
持
つ
の
は
収

入
の
み
で
あ
る
こ
と
、
収
入
よ
り
も
年
齢

・
交
際

・
積
極
性
の
効
果
の
方
が
強

い
こ
と
か
ら
、
自
己
実
現
に
対
す
る
社
会
階
層
の
影
響
は
、
強
い
と
は
言
い
難

い
。
男
性
の
自
己
実
現
の
規
定
因
と
し
て
社
会
階
層
要
因
が
有
意
な
効
果
を
持

た
な
い
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
自
己
実
現
に
対
す
る
社
会
階
層
の
効
果
は

弱
い
も
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
高
学
歴
や
高
収

入
の
獲
得
、
・地
位
達
成
と
い

っ
た
従
来
の

「立
身
出
世
」
的
価
値
観
は
、
自
己

実
現
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
立
身
出
世
」
的
価
値
観
が
自
己
実
現
に
対
し
て
効
果
を
持
つ
と
い
う
こ
と

は
、
自
己
実
現
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
明
確
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

高
学
歴
を
獲
得
す
れ
ば
よ
い
、
高
威
信
の
職
業
に
就
け
ば
よ
い
、
お
金
を
稼
げ

ぱ
よ
い
…
自
分
で
達
成
手
段
を
決
め
な
く
て
良
い
分
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
迷
わ
な
く
て
済
む
分
、
あ
る
意
味
で
は
楽
で
あ
る
。

し
か
し
、
自
己
実
現
に
対
し
て
は
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
自
己
実
現
に
至
る

に
は
、
高
学
歴
や
高
収
入
の
獲
得
、
地
位
達
成
で
は
な
く
、
も

っ
と
別
の
要
素

が
必
要
な
の
だ
。
女
性
に
比
べ
男
性
の
自
己
実
現
の
平
均
値
が
低
い
の
は
、
男

性
の
迷
い
の
深
さ
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
社
会
階
層
と
自
己
実
現
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
た
め
、
社
会
階
層
以
外
の
自
己
実
現
に
対
す
る
規
定
因
に
つ
い

て
は
殆
ど
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
男
性
は
有
職
者
だ
け
を
分
析
対
象
と
し
て

い
る
が
、
女
性
は
無
職
者
も
分
析
に
加
え
て
い
る
た
め
、
職
業
が
女
性
に
及
ぼ

す
影
響
を
捉
え
き
れ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
社
会
階
層
以
外
で
ど
の
よ
う
な
要
因
が
人
を
自
己
実
現

へ
と
至
ら
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し
め
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
要
因
と
社
会
階
層
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
女
性
の
自
己
実
現
の
規
定
因
は
就
業
の
有
無
や
就
業

形
態
に
よ
り
異
な
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

※
本
研
究
の
分
析
を
行
う
に
あ
た

っ
て
、

許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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       Do Social Stratification Factors Have Any Effects upon 

                  the Sense of Self-Actualization? 

     - Focusing on the Difference between Men and Women -

                       Yoshimi KIMURA 

   Our society has experienced high level of economic growth, and society as a whole has since 

become a materially affluent one, in which we are now allegedly not so different from one another in 

our standard of living, and a growing number of youth receive higher education. Under these situa-

tions, it becomes important to self-actualize. 

   Then, what determines our sense of self-actualization? Do such indices of social stratification have 

any effect, as income, academic career, prestige, etc., on our sense of self-actualization? 

   In view of these, the paper aims at clarification of some supposed determinant factors of Japanese 

people's self-actualization. For their elucidation, we will focus, particularly, upon the presupposed 
differences of these factors between the sexes. 

   Survey and analysis - of the relation between the sense of self-actualization and social stratifica-

tion, through path analyses based on the data attained from the Social Stratification and Social Mobili-

ty Survey of 1995 - have shown the following. 

   1 ) Some indices of social stratification made use of in our analyses have been shown to be Sig-

nificant, only for women, as probable factors that determine the sense of self-actualization. 

   2 ) There has turned out to be a difference between the sexes in the determinants of that sense. 

Significant as such determinants are, in the case of men, two variables: age and activities, while the 

equivalents for women are four variables: age, income, the range of social connections and activities. 

   3 ) With regard to the variables mentioned above, the range of social connections and activities 

have been found out to be more meaningful for social stratification among men than among women . 
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